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平成20年4月から
老人保健制度が
後期高齢者医療制度へと変わります
　「後期高齢者医療制度」とは、高齢化社会の中で将来にわたる持続的かつ安定的な医療保険制度の運営
を確保するために創設される、高齢者の独立した医療制度です。

対 象 者 運営主体

・75歳以上の人
・一定の障がいがある65歳以上の人
※対象者は老人保健制度と同じです。

　平成 20 年 4 月から始まる後期高齢者医療制度の
運営は、大分県の 18市町村すべてが加入する『大分
県後期高齢者医療広域連合』が行っていきます。

老人保健制度
（現行）

後期高齢者医療制度
（平成20年4月から）

保　　　　険 国民健康保険や被用者保険（会
社等の保険）にそれぞれで加入

今加入している保険から後期高齢者医療制度に加
入

保険料の負担 加入している保険者に保険料を
納入

後期高齢者医療広域連合が条例で定めた保険料率
により算定した保険料を納付

資格取得日 75 歳誕生月の翌月
（1日生まれの人はその月）

75歳誕生日当日から
（現行の老人保健制度の対象者は平成20年4月1日）

主に変わる点

変わらない点

・病院等にかかる際の窓口での負担
　　一般の人は 1割負担
　　現役並み所得者は 3割負担
・入院時食事療養費、高額療養費
　などの給付

制度のしくみ

被保険者証の提示
医療費の一部負担

医療の提供

被保険者証
の交付

各種申請手続き
保険料の納付

医療費の
支 払 い

医療費の
請　　求

納付金等の納入
情報提供

資格管理等
被保険者証の交付

後期高齢者
（被保険者）

医療機関

市町村
保険料の徴収や
各種申請・届出
の受付、被保険
者証の引き渡し
などの窓口業務
を行います。

後期高齢者
医療広域連合

被保険者の認定や保
険料の決定、給付の
決定など制度の運営
全般を行います。

お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771・097-534-1773
　　　　　　Mail：oita-kouiki@ever.ocn.ne.jp　ホームページ：http://www4.ocn.ne.jp/ ~oita-kou/
　　　　　　保険課　国保・老人医療係　☎ 63-1111（内線 135・136）

保険料率・給付内容・被保険者
証の発送方法（時期）・納付書
の発送（納期）などについては、
決まり次第お知らせします。

⎛
⎝ ⎛

⎝

http://www4.ocn.ne.jp/~oita-kou/
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稲葉ダム本体（平成 19 年 7月） 上空から見たダムの様子（平成 19 年 7月）

　竹田地域は昭和 57年７月の梅雨前線豪雨、それから僅か８年後の平成２年７月の梅雨前線豪雨により
甚大な被害を受けたことは皆さんの記憶にも鮮明に残っていることと思います。
　大分県は竹田水害緊急治水ダム建設事業として、竹田市大字刈小野・久住町大字白丹の稲葉川に洪水調
節を主目的にした重力式コンクリートダム（堤高 56.0 ｍ　堤長 233.5 ｍ　堤体積 223,000 ㎥）を建設
中です。稲葉ダムは平成２年 7月水害の洪水規模に備えた貯水容量があり、ダム本体工事は平成 15年３
月に着工、平成 16年 11 月５日に堤体コンクリートの初打設を行い、今年４月 19日に総体積 230,000
㎥の堤体コンクリート打設が完了しました。また、ダム本体と併せ貯水池表面遮水工事も行われており、
平成 23年３月の完成を目指しています。
　本事業推進にご理解、ご協力をいただいております地域関係者各位に感謝申し上げますとともに、今
後一層のご理解をお願い申し上げます。
　工事現場内は関係者以外の立入制限を行っていますが、現場見学をご希望の団体等がございましたら、
大分県竹田ダム建設事務所までお気軽にご連絡ください。
●お問い合せ
　大分県竹田ダム建設事務所　☎ 62 ‒ 4123　http://www.pref.oita.jp/17209

安心して生活できる県土づくり
…建設すすむ稲葉ダム…

http://www.pref.oita.jp/17209
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
へ

　

８
月
は
現
況
届
並
び
に
所
得
状

況
届
出
の
月
で
す
。
こ
の
届
を
提

出
し
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
差
止
め
に
な
り
ま
す
。
福

祉
事
務
所
か
ら
通
知
が
届
き
ま
し

た
ら
必
ず
期
間
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

18
歳
到
達
後
最
初
の
３
目
31
日
ま

で
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母

や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

　

な
お
、
児
童
が
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
は
、

20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

　

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

　

が
い
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

　

童
⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

　

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　

し
た
児
童

⑧
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐

　

胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

　

あ
る
児
童

　

次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
が

イ
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と

　

き
。

ロ
、
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い

　

て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

ハ
、
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

　

給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
に
な

　

っ
て
い
る
と
き
。

ニ
、
労
働
基
準
法
等
の
規
定
に
よ

　

る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
る
と
き
。

ホ
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
ま

　

た
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

　

と
き
。

へ
、
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
の
婚

　

姻
関
係
の
場
合
も
含
む
）
に
養

　

育
さ
れ
て
い
る
と
き
。

②
母
ま
た
は
養
育
者
が

イ
、日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き
。

ロ
、
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
と
き
（
国
民
年
金

　

法
に
基
づ
く
老
齢
福
祉
年
金
を

　

除
く
）。

ハ
、
養
育
者
の
場
合
は
児
童
と
別

　

居
し
て
い
る
と
き
。

手
当
の
額

　

手
当
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
支
給
開
始
月
か
ら
５
年

ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
月

か
ら
７
年
を
経
過
し
た
と
き
は
手

当
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

支
給
制
限

　

手
当
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は

扶
養
義
務
者
や
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
、
次
の
表
の
扶
養
親
族
等

の
数
に
よ
る
所
得
限
度
額
以
上
あ

る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
分

か
ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
）
は
、

手
当
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。

届
出
の
義
務

　

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
次
の

よ
う
な
届
出
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
福
祉
事
務
所
に
届
出
て

く
だ
さ
い
。

①
現
況
届

②
資
格
喪
失
届
…
…
次
の
よ
う
な

　

場
合
に
は
、
早
急
に
資
格
喪
矢

　

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
意
事
項
：
資
格
喪
失
届
を
提
出

せ
ず
に
手
当
の
支
払
い
を
受
け
た

場
合
に
は
、
資
格
が
な
く
な
っ
た

月
の
翌
月
分
以
降
受
給
し
た
手
当

を
全
額
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き
。

○
婚
姻
の
届
出
は
な
く
て
も
事
実

上
の
婚
姻
関
係
（
男
性
と
同
居
あ

る
い
は
同
居
が
な
く
て
も
ひ
ん
ぱ

ん
に
定
期
的
な
訪
問
・
生
活
費
の

援
助
が
あ
る
な
ど
の
状
況
）
と
な

っ
た
と
き
。

○
公
的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
等
）
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

○
児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
し
、

ま
た
は
公
的
年
金
の
加
算
対
象
に

な
っ
た
と
き
。

○
児
童
の
転
出
な
ど
に
よ
り
監
護

（
養
育
）
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

○
児
童
が
施
設
入
所
し
た
り
、
里

親
に
委
託
さ
れ
た
と
き
。

○
刑
務
所
等
に
監
禁
中
の
父
親
が

出
所
し
た
と
き
。

○
遺
棄
し
て
い
る
児
童
の
父
か
ら

連
絡
、
訪
問
、
送
金
が
あ
っ
た
と

き
。

③
転
出
届
…
…
市
外
へ
転
出
の
際

　

に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

 

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　

知
的
障
が
い
も
し
く
は
、
身
体

障
が
い
（
中
程
度
以
上
）
の
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
す
。
た
だ
し
、
児
童

※一部支給は本人の所得に応じて月額 41,710
　円から 9,850 円まで 10円きざみの額です。

区　　分 全額支給
される者

一部支給
される者

児童１人
の と き

月　額
   41,720 円

月額（下記
※による）

児童２人
の と き

加算額　　
　 5,000 円

加算額　　
　 5,000 円

児 童３人
以上のとき １人に月加算額 3,000 円

扶養親族
等の数

本　　　人 配偶者および
扶養義務者全部支給 一部支給

　  ０   人    190,000  円 1,920,000  円 2,360,000  円

１    570,000 2,300,000 2,740,000

２    950,000 2,680,000 3,120,000

３ 1,330,000 3,060,000 3,500,000

４ 1,710,000 3,440,000 3,880,000

５ 2,090,000 3,820,000 4,260,000

所得制限限度額表
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竹田市長
　牧　　剛　尓

つ
れ
づ
 
つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

時
、
ま
た
は
児
童
福
祉
施
設
等
へ

入
所
し
て
い
る
時
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
の
額

重
度
障
が
い
児
（
１
級
）
の
場
合

　
１
人

　
月
額
５
０
、７
５
０
円

中
度
障
が
い
児
（
２
級
）
の
場
合

　
１
人

　
月
額
３
３
、８
０
０
円

支
給
制
限

　
請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者

等
の
前
年
の
所
得
が
、
限
度
額
以

上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８

月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
の
手

当
の
支
給
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

所得制限限度額表

扶養親族
等の数

本　　　人
（全部支給）

配偶者および
扶養義務者

　  ０   人 4,596,000  円 6,287,000  円

１ 4,976,000 6,536,000

２ 5,356,000 6,749,000

３ 5,736,000 6,962,000

４ 6,116,000 7,175,000

 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
が
支
払
っ
た

医
療
費
に
つ
い
て
自
己
負
担
分
を

全
額
助
成
す
る
も
の
で
す
。

受
給
資
格
者

　
離
婚
、
死
別
等
で
配
偶
者
の
い

な
い
人
で
、
現
に
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
人
で
す
。

支
給
制
限

　
請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者

等
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月

か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
は
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

所
得
限
度
額
は
児
童
扶
養
手
当
の

限
度
額
と
同
じ
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
５
４･

１
５
５
）

　
″
８
月
大
名
〞
と
い
う
言
葉

が
あ
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
農
家

の
方
々
の
仕
事
が
ひ
と
区
切
り

つ
い
て
、
余
裕
が
で
き
る
こ
と

か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
お
祭
り
で
し
ょ

う
。
昨
年
、
一
昨
年
と
久
し
ぶ

り
に
久
住
の
夏
越
祭
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
半
世
紀
あ
ま
り
前
、
両
側
に

屋
台
が
並
び
、
歩
く
こ
と
も
ま

ま
な
ら
な
い
賑
わ
い
で
、
そ
れ

を
楽
し
み
に
、
ま
た
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
た
く
て
30
分
以
上

か
け
て
バ
ス
で
出
か
け
て
い
ま

し
た
。

　「
や
ー
ま
や
ー
れ
、
げ
ー
ん
き

だ
ー
せ
」
懐
か
し
い
掛
け
声
は

往
事
を
思
い
起
こ
す
に
十
分
で

し
た
。
人
出
は
少
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
あ
れ
ほ
ど
の
若
い
子

ら
が
年
配
者
に
混
じ
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
姿
は
最
高
に
う
れ
し

い
も
の
で
し
た
。

　
歴
史
を
刻
ん
だ
４
台
の
山
車

を
い
つ
ま
で
も
引
い
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

第
27
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

　
８
月
４
日
㈯
か
ら
５
日
㈰
に

か
け
て
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

る
第
27
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
の

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
に

都
野
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
出
場

し
ま
す
。
中
学
生
の
部
に
出
場

す
る
主
将
の
成
安
君
は
「
一
戦

一
戦
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

精
一
杯
戦
っ
て
き
ま
す
。」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
の
部
】

　
上
野
　
玉
稀
（
４
年
）

　
森
　
　
大
至
（
４
年
）

　
加
藤

　
杏
菜
（
４
年
）

　
成
安

　
由
輔
（
５
年
）

　
後
藤

　
真
理
菜
（
５
年
）

　
内
田

　
美
咲
（
５
年
）

　
川
原

　
嵩
登
（
５
年
）

　
上
野
　
弘
貴
（
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

　
加
藤

　
隆
誠
（
１
年
）

　
後
藤
　
建
志
郎
（
１
年
）

　
宇
田
　
晴
香
（
１
年
）

　
藤
本
　
顕
太
（
１
年
）

　
吉
野
　
颯
（
１
年
）

　
後
藤
　
華
蓮
（
２
年
）

　
成
安
　
宏
行
（
２
年
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭

　
７
月
31
日
㈫
か
ら
８
月
３
日

㈮
に
か
け
て
島
根
県
で
開
催
さ

れ
る
第
31
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
竹
田
南
高
校
新
聞

部
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。

　
今
回
で
11
年
連
続
11
回
目
の

出
場
と
な
り
ま
す
が
、
部
員
の

皆
さ
ん
は
「
全
員
１
年
生
で
初

心
者
な
の
で
、
全
国
の
仲
間
と

交
流
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
で
帰
り
た
い
。」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

【
竹
田
南
高
校
新
聞
部
】

　
野
口
　
美
里
（
１
年
）

　
廣
瀬
　
裕
貴
（
１
年
）

　
山
田
　
ほ
な
み
（
１
年
）

都野少年剣道クラブの皆さん

竹田南高校新聞部の皆さん

夢は大きく　九州・全国へ 　この夏、様々な分野から九州・全国大会に出場する
子どもたちをご紹介します。

④
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チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3日5日7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと423日

竹田夏の陣 秋季
 九州ブロック大会

チーム大分を応援しよう!

泥臭く、ガムシャラに!

８月18日㈯
　11時～
飛田川野球場
1回戦
対　福岡県

ソフトボール成年男子ソフトボール成年女子

　４月から国体に向けてチームを結成、週２回の平
日練習と土日の遠征等で調整をしています。全員で
１点を取り、守り抜く試合を目指しています。
　昨年の兵庫国体の経験を生かし、チーム全体で、
ソフトは一人でやるのではなく、みんなで支え合っ
ているという姿勢を意識し、グラウンドや支えてく
ださる皆さんへ感謝の気持ちを込めてプレーをして
いきます。そして来年に向けて弾みになるように勝
ち進みたいと思います。（主将　井原　慶三）

８月18日㈯　9時30分～
竹田市総合運動公園陸上競技場
1回戦　対　佐賀県

８月18日㈯
　11時～
直入総合運動
公園
1回戦
対　長崎県

目指すは秋田国体!
　限られた時間の中で、チーム内で目標を
立て、実戦を想定した練習をしています。
昨年 11 月に、東芝ラグビー部で日本代表
候補にまで選ばれた森監督を迎え、チーム
の雰囲気、ラグビーに対する意識が大きく
変わってきました。ラグビーが大好きで、
上手になりたいという純粋な気持ちを持っ
た仲間が集まっています。今年のスローガ
ンの一つが「秋田国体出場」です。ブロッ
ク国体を勝ち抜き、来年の弾みになるよう
に頑張ります。
（監督　森　大輔・主将　弓場　卓

たつあき

帆）

目の前の試合を勝ちに行きます!
　大学生が中心のチームで、みんなで点を取り、守
り抜く試合を目指しています。今年からチームを編
成し、合宿や遠征などでチーム力を上げてきました。
昨年は勝てた試合を落とし、本国体出場を逃してし
まったのでその悔しさをバネに、今年は絶対秋田国
体に出場したいです。そして、おおいた国体ではさ
らに成長した姿を見せられるように、これからチー
ム一丸となって頑張っていこうと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（主将　矢部　恵）

国体リハーサル大会　ラグビーフットボール（成年男子）
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ソフトボール少年女子
８月18日㈯
　11時～
荻町福祉エリ
ア
1回戦
対　熊本県

来年以降を見据えた戦いをしたい
　４校から選抜され、安定した投手陣を中心に守り抜
くチームです。６月のインターハイ予選後に結成され、
１か月半という短期間でチームをつくりあげます。日
頃はライバルとしてそれぞれ活動していますが、「チ
ーム大分」の気持ちを持ってみんな取り組んでいます。
試合に勝てるチームを目指し、ソフトを通じて、生
活面でも認められる選手になってほしいと思っていま
す。見ている人すべてに自分たちの一生懸命さが伝わ
るようなプレーをしたいです。（監督　宝珠山　豊彦）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
８
月
18
日
・
19

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
会
場
は
次
の
通

り
で
す
。

成
年
男
子　

竹
田
市
民
球
場

　
　
　
　
　

飛
田
川
野
球
場

成
年
女
子　

直
入
総
合
運
動
公
園

少
年
女
子　

荻
小
学
校
運
動
場

　
　
　
　
　

荻
町
福
祉
エ
リ
ア

※
第
１
試
合
の
開
始
は
９
時
か
ら
で

　

す
。

　

組
み
合
わ
せ
は
各
会
場
に
あ
り
ま

　

す
。

　

会
場
内
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
案
内
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
熱
射
病
の
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
暑
さ
対
策
の
準
備

を
お
忘
れ
な
く
！

　中学部では、体育の時間に「めじろんダンス」
を行っています。生徒の皆さんはダンスが大好き
で、それぞれ好きな振り付けや注意しながら動か
しているところがあるそうです。「いつかめじろ
んと一緒にダンスがしたい！」とめじろんが学校
に来る日を心待ちにしています。

音楽と同時に 20 人の生徒が軽快にダンス！サビはみんなで歌
いながら躍動 !!

めじろんが行く
～暑さに負けず　Let's dance!～

竹田養護学校　中学部

秋季九州ブロック大会出場選手
　　　　　　　　　　　　　　（竹田市分・7月 25 日現在）

弓道少年男子
橘　俊樹選手
（竹田高校）

弓道少年女子
後藤　加奈選手
（竹田高校）

ソフトボール成年女子
藤井　瞳選手
（日本文理大学）

アーチェリー少年女子
羽田野　博美選手
（竹田高校）

ソフトボール成年女子の監督を金子辰子さん（㈱長湯歴史
温泉伝承館）が務めます。

１
本
も
外
さ
な
い
よ
う
に
し
て
秋
田

国
体
出
場
を
目
指
し
た
い
で
す
。

１
本
で
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
集

中
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
分
の
持
て
る
力
を
出
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
秋
田
国
体
行
き
た
い
で
す
！

秋
田
国
体
に
向
け
て
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

 国体竹田市開催競技人形展
　真多呂人形学院の会員
さんたちによる人形展を
行っています。ラグビー・
ソフトボール・山岳競技
の様子がよくわかる作品
です。ぜひご覧ください。
水　琴　館　8月10日㈮～8月20日㈪（ソフトボール）
竹田創生館　9月30日㈰まで
　　　　　　（ラグビー・ソフトボール・山岳）

夏季九州ブロック大会に竹田高校の3選手が出場!!

山岳少年男子
須藤　大地選手

山岳少年女子
志賀　愛選手

山岳少年女子
五十嵐　純選手

山岳成年女子の監督を後藤信子さん（竹田保育所）が務めました。

南
山
荘
の
皆
さ
ん
が
作
り
ま
し
た

8 月 22 日㈬まで竹田温泉
「花水月」に飾っています。

と
み
ぃ
の
部
屋

　

人
生
初
の
ギ
ブ
ス
を
経
験
し
た
私
、

皆
さ
ん
の
支
え
に
感
謝
の
日
々
で
し

た
。
選
手
も
応
援
が
プ
レ
ー
の
支

え
と
い
い
ま
す
。
ま
も
な
く
始
ま
る

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
皆
さ
ん
の
声
援

で
選
手
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！　
　
　
　
　
　
　
　

 （
と
み
ぃ
）

（ブロック大会の結果、成年男・女・少年女子が出場決定 !）
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緑ヶ丘
中学校

直　入
幼稚園

 

「
緑
中
は
一
つ
」を
合
い
言
葉
に

　

本
校
は
「
緑
中
は
一
つ
〜
信

頼
と
協
働
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
掲
げ
、
諸
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
街
頭
指
導
や
生
徒

会
の
空
き
缶
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
な

ど
に
も
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
た
く
さ
ん
協
力
を
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
本
校
は
″
ノ
ー
チ

ャ
イ
ム
〞
で
す
が
、
生
徒
た
ち

は
授
業
に
遅
れ
る
こ
と
も
な
く
、

時
間
を
意
識
し
た
行
動
が
取
れ

て
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
に
は
、
大
分
県
教

育
委
員
会
研
究
指
定
の
「
第
３

期
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

の
公
開
研
究
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。「
生
き
る
力
に
つ
な
が

る
学
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
、
授
業
の
工
夫
・
改
善
、
学

習
習
慣
づ
く
り
、
家
庭
と
連
携

し
た
生
活
習
慣
の
構
築
の
研
究

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　
（
加
藤
公
治
）

 

自
然
や
人
・
環
境
で
育
つ

　
「
森
の
中
の
幼
稚
園
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、
緑
の
木
々
に
囲
ま

れ
た
直
入
幼
稚
園
。
広
い
園
庭

で
は
、
思
い
っ
き
り
体
を
使
っ

て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。
カ
エ
ル

や
ト
カ
ゲ
、
昆
虫
を
見
つ
け
て

は
観
察
に
没
頭
、
泥
団
子
づ
く

り
や
草
花
を
使
っ
た
色
水
づ
く

り
に
熱
中
す
る
毎
日
で
す
。

　

園
で
は
思
い
や
り
の
心
や
知

的
好
奇
心
を
育
む
た
め
、
小
学

生
や
高
齢
者
と
の
積
極
的
な
交

流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
協
力
の
も

と
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
お
餅

つ
き
に
加
え
、
竹
の
樋
や
器
、

お
箸
を
親
子
で
作
っ
て
本
格
的

な
そ
う
め
ん
流
し
を
す
る
な
ど

四
季
を
通
じ
、
貴
重
な
体
験
型

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
、
家

庭
や
地
域
の
方
々
の
温
も
り
を

糧
に
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
に

日
々
、
大
き
な
パ
ワ
ー
を
感
じ

て
い
ま
す
。　

 （
熊
谷
恵
津
子
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
は
、
こ

の
度
博
物
館
法
上
の
「
博
物
館
相

当
施
設
」
に
申
請
し
、
５
月
29
日

付
で
県
内
９
番
目
の
施
設
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

博
物
館
法
に
基
づ
く
施
設
と
し
て
、

国
・
県
の
法
的
助
成
措
置
等
を
受

け
る
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
竹
田
市
の
優
れ
た

自
然
・
歴
史
・
芸
術
・
文
化
の
調

査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

内
外
に
広
く
紹
介
す
る
博
物
館
施

設
と
し
て
、
展
示
、
ま
る
ご
と
ガ

イ
ド
、
刊
行
物
等
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
内
９
番
目
の
博
物
館
相
当
施
設
に
登
録

竹田市立歴史資料館

 

岡
城
跡
を
三
次
元
立
体
映
像
で

　

国
指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」
は
明

治
期
に
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
、
絵

図
や
古
写
真
で
し
か
、
在
り
し
日

の
城
郭
内
の
一
面
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

  

こ
の
度
、
㈶
地
域
総
合
整
備
財

団
の
助
成
を
受
け
、
大
学
と
連
携

し
た
地
域
づ
く
り
事
業
の
一
環
と

し
て
、
大
分
大
学
工
学
部
と
大
分

県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
美
術
科

に
よ
り
、
現
存
す
る
文
献
史
料
等

の
調
査
に
基
づ
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
駆
使
し
た

三
次
元
立
体
映
像
に
よ
り
岡
城
跡

を
再
現
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
岡
城
会
館
内
に
て
、
来

城
す
る
観
覧
者
に
史
跡
の
理
解
を

深
め
、
古
を
偲
ぶ
契
機
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
現
時
点
で
の
成
果
を

放
映
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
復
元

映
像
を
充
実
さ
せ
、
更
新
し
て
公

開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

CG で復元された岡城
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㉓

ちょっと
　よりみち

　
朝
倉
親
為
像
は
、
平
成
16
年

11
月
、
旧
竹
田
市
制
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、大
正
公
園
か
ら

竹
田
荘
公
園
に
移
設
さ
れ
た
。

新
市
と
な
り
、
多
く
の
方
が
こ

の
欄
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
今

回
は
こ
の
方
に
登
場
し
て
い
た

だ
く
。

役
人
と
し
て

　
朝
倉
親
為
は
、豊
岡
地
区
上

下
木
、現
在
の
上
下
木
自
治
会

館
（
旧
竹
田
保
育
所
）
の
あ
る

地
に
、
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年

６
月
に
生
ま
れ
た
。

　
明
治
２（
１
８
７
０
）年
、
岡

藩
の
役
人
と
な
っ
た
が
、
廃
藩

置
県
で
岡
藩
は
岡
県
か
ら
大
分

県
に
編
入
さ
れ
た
の
で
、
大
分

県
の
役
人
と
な
り
、大
野
郡（
現

豊
後
大
野
市
）、
直
入
郡
（
現

竹
田
市
）の
郡
長
を
歴
任
し
た
。

代
議
士
と
し
て

　
明
治
23
（
１
８
８
０
）
年
、

国
会
開
設
に
伴
う
第
１
回
衆
議

院
議
員
選
挙
で
、
大
野
・
直
入

郡
を
地
盤
に
当
選
。
以
後
連
続

６
回
当
選
、
12
年
間
代
議
士
を

務
め
た
。
郡
長
時
代
か
ら
力
を

入
れ
て
い
た
水
路
の
開
削
、
新

地域振興に尽した朝倉親為
田
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

産
業
振
興

　
道
路
の
改
修
や
鉄
道
の
豊
肥

線
開
通
促
進
運
動
に
も
取
り
組

み
、明
治
33（
１
８
９
０
）年
に
は
、

大
分
〜
豊
後
竹
田
間
の
鉄
道
敷

設
の
認
可
を
受
け
る
段
階
ま
で

至
っ
て
い
る
。
翌
年
５
月
に
病

没
し
て
い
る
が
、
23
年
経
っ
た

大
正
13（
１
９
２
４
）年
10
月
に
、

大
分
〜
豊
後
竹
田
間
の
鉄
道
は

開
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
田

水
電
の
創
設
な
ど
に
も
尽
力
さ

れ
、
信
用
組
合
を
創
立
し
て
、

地
方
金
融
の
便
宜
を
図
っ
た
り

も
し
て
い
る
。

　
朝
倉
親
為
は
国
政
、
地
方
公

共
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
あ

る
。
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
、

甥
渡
辺
長
男
（
朝
倉
文
夫
の
兄
）

の
作
品
が
竹
田
駅
前
に
建
て
ら

れ
顕
彰
さ
れ
た
。  （
仲
村
睦
雄
）

第23回

　
２
０
０
６
年
秋
、
新
竹
田
市
１

周
年
の
記
念
に
開
催
さ
れ
た
竹
王

国
の
誕
生
祭
。
１
万
人
を
集
客
し

た
花
火
大
会
とBeat of Globe

。

僕
に
と
っ
て
今
も
心
に
残
る
の
は
、

集
客
の
人
数
や
壮
大
な
ス
テ
ー
ジ

よ
り
も
、
開
催
に
あ
た
っ
て
沢
山

の
方
と
共
に
流
し
た
汗
と
、
感
動

の
共
有
で
し
た
。

　
久
住
高
原
に
暮
ら
し
始
め
て
Ｔ

Ａ
Ｏ
は
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今

で
は
世
界
を
飛
び
回
り
こ
の
高
原

に
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
ほ

ん
の
僅
か
な
時
間
で
す
。
そ
ん
な

私
た
ち
で
す
が
、
高
原
の
恵
み
か

ら
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
音
楽
を

育
ん
で
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
８

月
。
今
年
は
私
た
ち
の
里
に
５
つ

の
ス
テ
ー
ジ
を
組
み
、
高
原
の
音

楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。
竹
田
市
民

の
皆
様
と
Ｔ
Ａ
Ｏ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

だ
け
に
お
届
け
す
る
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
に
一

切
公
表
せ
ず
一
日
１
、０
０
０
人

限
定
で
行
い
ま
す
。
久
住
高
原
の

恵
に
感
謝
を
込
め
て
、
特
別
に
趣

向
を
凝
ら
し
たBeat of Globe

で
す
。
今
度
は
も
っ
と
身
近
に
私

た
ち
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
高
原
で
生
ま
れ
た
僕
ら
の
音
楽

を
皆
さ
ん
の
心
に
響
か
せ
た
い
と

願
い
、
僕
た
ち
は
今
日
も
、
汗
だ

く
に
な
っ
て
太
鼓
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
佐
藤
和
哉
）

竹田荘公園に移設された親為像

　
国
道
57
号
線
を
熊
本
方
面
へ
。

菅
生
の
竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ま
で

″
と
う
き
び
〞
を
食
べ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
実
の
一
粒
一
粒
が
プ

リ
プ
リ
し
て
、
噛
む
と
口
の
中
が

甘
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
。

　
今
は
ど
ん
な
野
菜
や
果
物
で
も

一
年
中
手
に
入
る
世
の
中
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
「
旬
」
の
も
の
は
美
味

し
い
で
す
ね
。
夏
は
ト
マ
ト
も
美

味
し
い
季
節
で
す
よ
ね
。
じ
ゃ
あ

次
は
ト
マ
ト
？
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まちの話題

水
土
里
の
道
・
歩
き
た
く
な
る

道
５
０
０
選　

久
住
町
大
会

　

７
月
８
日
㈰
、
久
住
高
原
荘
前

の
広
場
に
２
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
、
水
土
里
の
道
・

歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選
久
住

町
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
さ
わ
や
か
な
風
が
流

れ
る
高
原
を
歩
き
ま
し
た
。

第
19
回
大
野
川
源
流
祭
り

　

荻
町
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

パ
ー
ク
に
お
い
て
７
月
16
日
㈪
、

第
19
回
大
野
川
源
流
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
４
号
の
影
響
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
in
菅
生

　

２
０
０
７
竹
田
市
と
う
き
び
フ

ェ
ス
タ
in
菅
生
が
、
７
月
22
日
㈰

に
竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
元
で
穫
れ
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
試
食
や
収
穫
体
験
、
即
売
が

行
な
わ
れ
、
用
意
し
た
７
０
０
０

本
は
完
売
し
ま
し
た
。

草原の中を歩く参加者エノハのつかみ取り袋いっぱいに収穫

城
原
八
幡
社　
大お

お
は
ら
え
し
き

祓
式

　

城
原
八
幡
社
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
伝
統
行
事
、
大
祓
式
が
６
月
30

日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
大
祓

は
、
紙
の
人ひ

と
が
た形
を
流
し
、
ヨ
シ
を

編
ん
で
作
ら
れ
た
″
茅ち

の
輪わ

〞
を

く
ぐ
り
、
無
病
息
災
、
厄
除
け
、

延
命
を
願
う
も
の
で
、
こ
の
日
も

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

人形を水路に流す

茅の輪を３回くぐる

な
か
よ
し
幼
稚
園

　

６
月
22
日
㈮
、
竹
田
・
南
部
・

直
入
幼
稚
園
の
園
児
と
保
護
者
が

竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
に
一
同
に

集
ま
り
、
な
か
よ
し
幼
稚
園
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
で
歌
や
ゲ
ー
ム
等
を
楽
し

み
、
他
園
の
園
児
と
、
ま
た
保
護

者
間
の
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

蛍
の
里
帰
り

　

６
月
に
明
治
小
学
校
が
あ
け
ぼ

の
学
園
・
清
明
学
園
（
大
分
市
）

に
送
っ
た
蛍
が
産
卵
し
、７
月
７

日
㈯
に
幼
虫
と
し
て″
里
帰
り
〞し

ま
し
た
。
蛍
の
交
流
は
55
年
間
続

い
て
お
り
、
里
帰
り
は
昭
和
34
年

に
始
ま
っ
て
以
来
、
今
回
で
48
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

竹
田
小
判
大
豆
播
種

　

７
月
１
日
㈰
、「
貴
重
な
在
来
種

を
竹
田
の
特
産
品
に
」
と
、
別
府
大

学
森
口
充
瞭
教
授
と
平
井
雅
文
さ

ん
（
竹
田
・
下
志
土
知
）
の
指
導
で
、

同
大
学
の
学
生
20
名
が
竹
田
小
判

大
豆
の
播
種
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
竹
田
小
判
大
豆
を
使

っ
た
商
品
の
開
発
も
行
わ
れ
ま
す
。

お母さんと一緒に

蛍の幼虫の受け渡し

大豆の種をまく学生たち
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ド
イ
ツ　

バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

温
泉
施
設
に
和
室
建
設
の
協
議

　

７
月
12
日
㈭
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の

温
泉
施
設
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
館
長

ロ
ル
フ
＝
ル
ブ
ザ
ー
メ
ン
さ
ん
ら

５
名
が
、
ド
イ
ツ
の
温
泉
施
設
内

に
和
室
の
休
憩
室
を
建
設
す
る
た

め
来
竹
し
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。

市長を表敬訪問した館長ら文化会館に設置された自動販売機阿蘇市で行われた調印式

災
害
時
救
援
物
資
提
供
協
定

　

竹
田
市
は
７
月
11
日
㈬
、
南
九

州
コ
カ･

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
と

災
害
時
救
援
物
資
提
供
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
飲
料
を

無
償
提
供
で
き
る
自
動
販
売
機
が
、

公
共
施
設
等
８
か
所
に
設
置
さ
れ
、

優
先
的
に
飲
料
水
の
安
定
供
給
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
設

置
場
所
に
つ
い
て
は
次
号
で
）

阿
蘇
市
と
広
域
相
互
応
援
協
定

　

７
月
19
日
㈭
、
隣
接
す
る
熊
本

県
阿
蘇
市
と
竹
田
市
は
、
災
害
時

広
域
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
職
員
の
派
遣
、

生
活
必
需
品
や
避
難
・
収
容
施
設

お
よ
び
住
宅
の
提
供
、
緊
急
輸
送

路
お
よ
び
輸
送
手
段
の
確
保
を
相

互
に
行
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で　

１
０
０
歳

　

市
で
は
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お
祝
い
を
述

べ
、
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た

の
は
、
山
下
ヤ
チ
ヨ
さ
ん
（
４
月

24
日
／
竹
田
・
下
深
迫
）、
佐
藤

正ま

み

よ
未
世
さ
ん
（
７
月
21
日
／
竹
田
・

百
木
）
で
す
。

ご家族と一緒の佐藤正未世さん

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

　

竹
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交

流
大
会
が
、
７
月
15
日
㈰
に
久
住

総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
16
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
竹

田
市
か
ら
は
竹
田
Ｆ
Ｃ
ア
ヴ
ァ
ン

ツ
ァ
ー
レ
と
直
入
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

が
出
場
し
ま
し
た
。

ゴールキーパーと１対１

ナイスキャッチ！

第
29
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
交
流
大
分
県
大
会

　

７
月
15
日
㈰
・
16
日
㈪
と
21
日

㈯
、
竹
田
市
民
球
場
等
で
第
29
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球

交
流
大
分
県
大
会
が
行
わ
れ
、
竹

田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
Ｊ
☆
ス
タ
ー

ズ
、
南
部
ア
ル
プ
ス
少
年
野
球
団

が
出
場
し
ま
し
た
。

桜町栄（荻）

菅生ベジタブルズ（竹田）

大
分
合
同
新
聞
社
旗
争
奪

町
内
対
抗
ソ
フ
ト　
代
表
決
定

　

大
分
合
同
新
聞
社
旗
争
奪
町
内

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
代
表

決
定
戦
が
、
７
月
15
日
㈰
、
各
地

域
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
等
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
試
合
の
結
果
、桜
町
栄（
荻
）

と
菅
生
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ズ
（
竹
田
）

が
代
表
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
、
８
月
25
日
㈯
か
ら

豊
後
高
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

保健だより

5 歳児健診

 

竹
田
っ
子

　健
や
か
に
！

 

５
歳
児
健
診
を
実
施

　
少
子
化
や
育
児
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
や
保
護
者
が
増
加
し
て
き
ま

し
た
。
育
児
不
安
、
愛
着
障
が
い
、

虐
待
等
の
問
題
や
、
早
期
に
発
見

し
に
く
い
軽
度
発
達
障
が
い
を
持

つ
子
ど
も
の
増
加
等
で
す
。

　
そ
こ
で
竹
田
市
で
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
応
し
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育
つ
た

め
に
、
今
年
度
か
ら
大
分
大
学
医

学
部
小
児
科
、
竹
田
市
医
師
会
、

竹
田
市
等
の
連
携
に
よ
る
「
竹
田

っ
子

　
元
気
、
健
全
育
成
計
画
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
一
事
業
と
し
て
５

歳
児
健
診
を
就
学
前
に
実
施
し
、

軽
度
発
達
障
が
い
児
の
早
期
発
見

と
早
期
適
正
支
援
に
努
め
ま
す
。

 

５
歳
児
健
診
の
内
容

・
内
科
診
察

・
身
体
測
定

・
保
健
指
導

・
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講
話

・
幼
稚
園
教
諭
に
よ
る
就
学
に
向

　
け
て
の
講
話

 

５
歳
児
健
診
の
対
象
者

　
満
５
歳
０
か
月
か
ら
５
歳
２
か

月
児
を
対
象
に
年
４
回
実
施
し
ま

す
。

 

健
診
日
程
・
対
象
児

平
成
19
年
９
月
26
日
㈬

　
平
成
14
年
７
〜
９
月
生
ま
れ

平
成
19
年
12
月
19
日
㈬

　
平
成
14
年
10
〜
12
月
生
ま
れ

平
成
20
年
３
月
26
日
㈬

　
平
成
15
年
１
月
〜
４
月
１
日
生

　
ま
れ

「
発
達
障
が
い
」
と
は

　
と
て
も
得
意
な
こ
と
が
あ
る
の

に
、
何
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
が

す
ご
く
苦
手
、
い
つ
も
と
違
う
こ

と
を
す
る
と
ひ
ど
い
か
ん
し
ゃ
く

を
お
こ
す
、
友
達
と
よ
く
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
な
ど
「
ち
ょ
っ
と
育
て

に
く
い
か
も
」「
関
わ
り
方
が
難

し
い
」
な
ど
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
「
発
達
障
が
い
」

と
い
う
生
ま
れ
つ
き
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
と
は
、「
心
身
の

機
能
の
発
達
が
困
難
な
、
あ
る
い

は
極
め
て
緩
慢
な
状
態
」
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
発
達
障

が
い
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
様
々

な
障
が
い
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の

障
が
い
の
現
れ
方
も
千
差
万
別
で

す
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
脳
の

機
能
的
な
問
題
が
先
天
的
に
存
在

し
、
幼
少
時
か
ら
症
状
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
親
の
し
つ
け
が
悪

く
て
発
症
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「
軽
度
発
達
障
が
い
」

　
発
達
障
が
い
の
中
で
、
障
が
い

の
程
度
が
軽
く
、
一
見
普
通
と
変

わ
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
「
軽
度

発
達
障
が
い
」
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
疾
患
と
し
て
、

次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

・
不
注
意
で
落
ち
着
き
の
な
い「
注

　
意
欠
陥
・
多
動
性
障
が
い
（
Ａ

　
Ｄ
・
Ｈ
Ｄ
）」

・
特
定
の
学
習
だ
け
が
す
ご
く
苦

　
手
な
「
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）」

・
人
と
の
付
き
合
い
が
苦
手
で
こ

　
だ
わ
り
の
強
い
「
ア
ス
ペ
ル
ガ

　
ー
症
候
群
」、「
高
機
能
自
閉
症
」

　
を
含
む
「
高
機
能
広
汎
性
発
達

　
障
が
い
」。

　
軽
度
発
達
障
が
い
の
問
題
は
、

軽
度
で
あ
る
た
め
に
気
付
か
れ
に

く
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
単
な
る

親
の
し
つ
け
の
問
題
、
性
格
の
問

題
と
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
軽
症
と
は
言
っ
て
も
、

発
達
障
が
い
児
に
と
っ
て
は
学
校

生
活
に
馴
染
む
の
は
難
し
く
、
い

じ
め
や
周
囲
の
理
解
不
足
か
ら
度

重
な
る
叱
責
を
受
け
、
そ
の
結
果
、

自
尊
心
が
と
て
も
低
く
な
っ
て
二

次
障
が
い
（
う
つ
病
な
ど
の
気
分

障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
）
に
も

な
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
の
対
策
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
早

期
発
見
・
早
期
治
療
で
す
。
適
切

な
治
療
や
支
援
を
受
け
る
こ
と
で

成
長
が
促
さ
れ
た
り
、
周
り
の
人

た
ち
が
関
わ
り
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
人
口
の
約
１
割
に
も
の

ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
脳
の
発
達

に
軽
度
の
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
周
り
の
方
た
ち

の
あ
た
た
か
い
理
解
と
支
え
が
あ

れ
ば
、
個
性
と
し
て
と
も
に
元
気

に
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
。

　
就
学
を
１
年
数
か
月
後
に
控
え

た
時
期
に
、
お
子
さ
ん
の
発
達
状

況
を
知
る
こ
と
は
、
お
子
さ
ん
の

理
解
に
つ
な
が
り
、
ま
た
よ
り
よ

い
就
学
を
迎
え
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
節
目
の
大
切

な
健
診
で
す
の
で
必
ず
５
歳
児
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

食育講話
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今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
で
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、「
福

祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給
」と「
住

宅
改
修
費
の
支
給
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

住
み
慣
れ
た
自
宅
で

 

長
く
生
活
す
る
た
め
に

　
高
齢
者
の
多
く
は
、
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
自

宅
に
お
い
て
、
家
族
や
地
域
の
親

し
い
隣
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、

そ
れ
ま
で
の
生
活
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
高
齢
者
が
、
可
能
な

限
り
、
自
宅
に
お
い
て
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
活
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
両
サ
ー
ビ
ス
が
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

福
祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給

　
支
給
対
象
と
な
る
品
目
は
、
次

の
５
種
類
で
す
。

①
腰
掛
便
座

　
②
特
殊
尿
器

③
入
浴
補
助
用
具

　
④
簡
易
浴
槽

⑤
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部

　
分

★
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、年
間
10
万

　
円
ま
で
が
限
度
で
、
そ
の
１
割

　
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
毎

　
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
）

※
購
入
で
き
る
商
店
は
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
指
定

さ
れ
た
商
店
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
介

護
支
援
専
門
員
）
が
い
る
場
合
は
、

購
入
を
す
る
前
に
よ
く
相
談
を
し

て
、
利
用
者
本
人
の
要
介
護
状
態

に
応
じ
た
も
の
を
選
択
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

住
宅
改
修
費
の
支
給

　
転
倒
を
防
い
だ
り
、
入
浴
や
排

せ
つ
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
小

規
模
な
住
宅
改
修
を
し
た
場
合
、

費
用
の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
主
に
対
象
と
な
る
改
修
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
段
差
の
解
消

・
滑
り
の
防
止
、
移
動
の
円
滑
化

　
の
た
め
の
床
材
変
更

 ・
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え

・
洋
式
便
座
な
ど
へ
の
便
座
の
取

　
り
替
え

・
こ
れ
ら
に
付
帯
し
て
必
要
と
な

　
る
住
宅
改
修

★
住
宅
改
修
は
要
介
護
区
分
に
関

　
係
な
く
20
万
円
（
原
則
１
回
）

　
ま
で
が
限
度
で
、
そ
の
１
割
が

　
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
住
宅
改
修
費
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
着
工
の
前
に
そ
の
内

容
が
適
正
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の

審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
ま
た
は
保
険
課
介
護
保
険
係

に
必
ず
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
は
「
福
祉
用
具
購
入
費
の

支
給
」
と
「
住
宅
改
修
費
の
支
給
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
紹

介
し
た
内
容
の
ほ
か
に
も
、
詳
細

に
わ
た
る
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
ま
た
は
保
険
課
介
護
保
険
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ 

　
保
険
課
介
護
保
険
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
９
）

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
７
月
31
日
で
、
国
民
健
康
保

険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
保
険
証
を

更
新
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

（
水
色
）
は
、
７
月
下
旬
か
ら
発

送
し
て
い
ま
す
が
、
安
全
・
確

実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
世

帯
主
あ
て
に「
配
達
記
録
郵
便
」

で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

 

紛
失
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
保
険
証
は
犯
罪
な
ど
に
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

紛
失
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

 

有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

　
有
効
期
限
切
れ
の
古
い
保
険

証
（
ピ
ン
ク
色
）
に
つ
い
て
は
、

保
険
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
内
容
が
読
み
取
れ
な
い

よ
う
切
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

入
院
時
の
食
事
代
と
入
院

費
の
減
額
認
定
証
の
更
新

　
入
院
し
た
と
き
の
「
一
医
療

機
関
の
窓
口
」で
の
支
払
い
は
、

申
請
に
よ
り
交
付
を
受
け
た「
限

度
額
適
用
認
定
証
（
申
請
月
の

初
日
か
ら
適
用
に
な
り
、
有
効

期
限
は
申
請
月
か
ら
最
初
の
７

月
31
日
ま
で
）」
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時

の
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
（
ま
た
は

　
老
人
受
給
者
証
）・
印
鑑

申
請
場
所

　
保
険
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

　
市
民
生
活
課

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
国
保
・
老
人
医
療
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
５
・
１
３
６
）

国民健康保険証
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みんなの
　　ひろば

林
野
庁
長
官
賞
受
賞

　

７
月
７
日
㈯
、
豊
後
大
野
市
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
イ
ト
ピ
ア

大
野
）
で
、
全
国
乾
し
い
た
け
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
藤
夫
さ
ん
（
荻
・
桜
町
東
）

が
香
菇
の
部
で
１
等
に
な
り
、
林

野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。トロフィーを受け取る佐藤さん

法
務
大
臣
感
謝
状

　

４
期
12
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
た
大
嶋
義
明
さ
ん

（
久
住
・
塔
立
）
が
、
７
月
１
日

で
退
任
さ
れ
、
そ
の
長
年
の
功
績

に
対
し
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
嶋
さ
ん
は
「
委
員
を
退
任
し

て
も
、
人
権
擁
護
の
た
め
に
尽
く

し
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

感謝状を贈られた大嶋さん

竹
田
南
高
校　

岡
の
苑
訪
問

　

竹
田
南
高
校
で
は
、
総
合
学
習

の
時
間
に
「
和
の
心
を
伝
承
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
和
太
鼓
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
励
み

に
な
れ
ば
と
、
初
め
て
の
慰
問
で

介
護
老
人
保
健
施
設
「
岡
の
苑
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
入
所
さ
れ
て

い
る
方
と
の
交
流
会
も
開
か
れ
、

生
徒
の
一
人
は
「
た
く
さ
ん
の
事

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。」
と

話
し
ま
し
た
。

和太鼓を披露する生徒

稲
葉
川
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す
る
会

草
刈
り
・
清
掃
作
業

　

７
月
17
日
㈫
、
稲
葉
川
を
豊
か

で
き
れ
い
に
す
る
会
の
草
刈
り
・

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
・
豊
岡
両
地
区
の
皆
さ
ん

や
、市
内
の
事
業
所
か
ら
約
２
０
０

人
が
集
ま
り
、
稲
葉
川
両
岸
の
草

刈
り
や
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

作業をする参加者

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
竹
田
市
民
大
会
が
、
７
月
21
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

竹
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ 大会の様子

ゴミを拾う部員

短歌集「陽よ射しゐたれ」

　

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
委
員
で

大
分
県
歌
人
ク
ラ
ブ
理
事
の
井

上
登
志
子
さ
ん
（
竹
田
・
新
町
）

が
短
歌
集「
陽
よ
射
し
ゐ
た
れ
」

を
自
費
出
版
し
、
そ
の
う
ち
の

10
部
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
短
歌
集
は
、
市
立

図
書
館
等
に
置
か
れ
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
に
と
っ
て
３
集
目

と
な
る
こ
の
短
歌
集
に
は
、
夫

婦
の
会
話
や
普
段
の
生
活
、
自

然
や
竹
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

生
ま
れ
故
郷
の
愛
媛
県
今
治
市

に
ち
な
ん
だ
短
歌
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

短
歌
を
始
め
て
約
40
年
の
井

上
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に
読
ん

で
い
た
だ
い
て
、
短
歌
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

井
上
登
志
子
歌
集
「
陽
よ
射

し
ゐ
た
れ
」
は
短
歌
研
究
社
か

ら
２
、５
０
０
円
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

井
上
登
志
子

　

☎
63‒

２
５
９
２

歌集を鎌田教育長に手渡す井上さん

㈯
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
部
員
と
保
護
者
、
指
導
者
約
40

名
が
集
ま
り
、
稲
葉
川
や
す
ら
ぎ

公
園
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
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図書館
から

お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❻

編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

8月の

〔一般の本〕
・吉原手引草　　　　　　　　　　　　松井　今朝子
・やさしい生活やさしい時間Vol.3　　　　　　 雅姫
・ぶぶ漬け伝説の謎　　　　　　　　　　   北森　鴻
・健康問答　　　　　　　　　　五木寛之・帯津良一
・グダグダの種　　　　　　　　　　   阿川　佐和子
・頭がいい人、悪い人の〈口ぐせ〉　　　  　樋口　裕一
・「いのちの授業」をもう一度　　　　　   山田　泉
〔子どもの本〕
・365まいにちペンギン　 ジャン＝リュック・フロマンタル
・ドラゴンスレイヤーアカデミー2-7　 ケイト・マクミュラン
・名探偵コナン科学トリックBOOK　　　　  　青山　剛
･パイレーツ・オブ・カリビアン　ジャック・スパロウの冒険Ⅰ　 ロブ・キッド
・水妖の森　　　　　　　　　　　　　　廣島　玲子
　　　　　　　　　  ほか、80冊ほど購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館
日は、6日㈪・13日㈪・
20日㈪・24日㈮・27日
㈪です。

　「おはなし広場」
日時　8月 8日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「1歳から100歳の夢」
日本ドリームプロジェクト　 　いろは出版

　いくつになっても夢はあ
る! 1歳のこどもから100 歳
のおばあちゃんまで100 年
分の夢の本。このほかにも
「先生の夢」「高校生の夢」「中
学生の夢」のシリーズもぜ
ひ読んでみてくださいね!

「舞は10さいです」
　　　　　あさのあつこ　新日本出版社

　ちょっぴり背のびが
したい女の子たちへあ
さのあつこの贈り物。
女の子の心模様をやさ
しく描いた 1 冊です。
あとがきのひみつの話
もおもしろいよ。

　　　

　
　
　
　

　
　

  「おはなしルーム」
日時　8月 8日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　市立図書館
　　　『えほんのへや』

竹田市の人口
（平成 19年 6月 30日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,856 人　 （－　9人）
　男性　12,541 人　 （－ 10人）
　女性　14,315 人　 （＋　1人）
世帯数　10,703 世帯（＋16世帯）

住民基本台帳登録人数

日時　8月 22日㈬　13:30 ～
場所　竹田市総合社会福祉センター『ブックスタート』

台
風
４
号
が
こ
の
季
節
に
は
珍
し

く
日
本
列
島
に
接
近
。
早
速
広
報

た
け
た
７
月
号
で
非
常
持
出
品
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
人
も
多
い
…
は
ず
。

◇
竹
田
市
か
ら
は
そ
れ
た
も
の
の
、

連
休
を
直
撃
！
予
定
さ
れ
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
等
は
中
止
や
延
期
に
な

り
、
各
地
の
観
光
地
は
大
打
撃
を

受
け
た
と
の
こ
と
◇
九
州
北
部
も

梅
雨
が
明
け
、
子
ど
も
た
ち
は
夏

休
み
。
い
よ
い
よ
夏
本
番
！
な
の

に
、
も
う
腕
の
皮
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
。

海
に
も
ど
こ
に
も
行
っ
て
な
い
の

に
。
も
し
や
取
材
焼
け
？
◇
近
年

の
暑
さ
は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
暑
さ
で
す
。
日
射
病
や
熱
中
症

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　  （
井
出
）

早川和・まんが「プクサン」作品展　
8月 21 日㈫～　市民ギャラリー「水琴館」
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報
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情
報
化
推
進
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〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
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■
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広
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は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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広
報
た
け
た

郷土の植物

第29回

　

山
地
の
草
地
や
林り

ん
え
ん縁

に
生
育

す
る
高
さ
50
㌢
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
茎く

き

は
斜
め
に
立
ち
、
毛
が

あ
り
ま
す
。

　

互ご
せ
い生
で
全ぜ

ん
え
ん縁
の
長ち

ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形
の

葉
は
基
部
が
茎
を
抱
き
、
大
き

い
も
の
で
長
さ
10
㌢
、
幅
が
４
㌢

ほ
ど
で
す
。
葉
に
は
縁ふ

ち

に
沿
っ

て
平へ

い
こ
う
み
ゃ
く

行
脈
が
あ
り
ま
す
。

　

真
夏
の
頃
、
茎
の
先
端
や
葉よ

う

腋え
き

か
ら
散さ

ん
ぼ
う
か
じ
ょ

房
花
序
を
出
し
、
白

地
に
紅
紫
色
の
斑は

ん
て
ん点

の
入
っ
た

径
３
㌢
ほ
ど
の
６
弁
花
を
反
り

返
ら
せ
て
咲
か
せ
ま
す
。
外
側

に
付
く
３
個
が
幅
が
広
く
、
下

部
に
２
つ
の
膨
ら
み
が
あ
り
ま

す
。
６
個
の
雄お

し
べ
も
外
側
に

湾わ
ん
き
ょ
く曲

し
、
雌め

し
べ
の
花か

ち
ゅ
う柱

は
１

個
で
す
が
上
部
で
３
分ぶ

ん
き岐
し
、

さ
ら
に
先
が
Ｙ
字
形
に
な
り
、

腺せ
ん
も
う
じ
ょ
う

毛
状
の
突と

っ
き起
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
目
立
ち
ま
す
。

　

花
の
斑
点
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
の

胸
に
あ
る
斑
点
に
例
え
、
山
に

生
え
る
の
で
山や

ま
ほ
と
と
ぎ
す

杜
鵑
の
名
が
あ

り
ま
す
。
竹
田
で
は
、
里
山
の

草
地
や
く
じ
ゅ
う
・
祖
母
両
山

系
の
山
麓
な
ど
で
普
通
に
観
察

さ
れ
ま
す
。
花
期
は
７
月
か
ら

８
月
で
す
。

阿孫　久見

ヤマホトトギス（ユリ科）

　

　
　

　

平成18年
    8月生まれ　

　

　

　

　

　

平
成
19
年
９
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

広報たけた

8 も く じ

老
人
医
療
制
度
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
と
変
わ
り
ま
す

安
心
し
て
生
活
で
き
る
県
土
づ
く
り
／
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
へ
／
夢
は
大
き
く
九
州
・
全
国
へ

ま
ち
の
話
題
／
水
土
里
の
道
・
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選
久
住
町
大
会
・

第
19
回
大
野
川
源
流
祭
り
・
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
in 

菅
生

「立　秋」
水流は緩やかな斜面を
滑り落ちる。石造りの
堰堤に、秋の気配。
写真・デザイン／竹蔵

　

http://www.city.taketa.oita.jp
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た
け
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
夏
特
集

「
宇
治
山
哲
平
展
」

　

９
月
６
日
㈭
ま
で

　
「
波
野
高
原
」
で
有
名
な
宇
治
山
哲
平
は
、

昭
和
30
年
頃
、
高
原
の
ス
ケ
ッ
チ
に
竹
田
市
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
感
覚

に
優
れ
た
作
品
約
40
点
を
紹
介
し
ま
す
。

※
８
月
７
日
㈫
は
館
内
燻
蒸
作
業
の
た
め
、
臨

　

時
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
写
団
ち
く
で
ん
」
会
員
作
品
展

　

８
月
５
日
㈰
ま
で

　

全
作
品
半
折
額
、
写
真
サ
イ
ズ
は
四
切
・
半

切
の
会
員
の
自
由
作
品
45
点
を
展
示
。

08
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
分
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
応
援
！
真
多
呂
人
形
展

　

８
月
10
日
㈮
〜
20
日
㈪
午
前

　

真
多
呂
人
形
学
院
の
方
々
が
作
成
し
た
、
国

体
を
応
援
す
る
真
多
呂
人
形
を
展
示
。

早
川
和・ま
ん
が「
プ
ク
サ
ン
」作
品
展

　
-佐
藤
昭
次
中
臣
窯
併
陳
-

　

８
月
21
日
㈫
午
後
〜

　

早
川
和
さ
ん
の
油
彩
30
点
と
絵
皿
20
点
。
ま

ん
が
「
プ
ク
サ
ン
」
10
点
展
示
。
佐
藤
昭
次
中

臣
窯
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

※
休
館
日
は
、月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
８
月
７
日
㈫
〜
９
日

　

㈭
は
展
示
替
え
の
為
、
休
館
し
ま
す
。

　

20
日
㈪
の
午
前
中
は
臨
時
開
館
し
ま
す
。

 

第
20
回　
明
治
地
区　
蛍
の
里
祭
り

　

明
治
地
区
民
全
員
が
参
加
し
て
行
っ
て
い
る

蛍
の
里
祭
り
は
今
年
で
20
回
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
子
ど
も
神
楽
や
盆
踊
り
、
餅
ま
き
や

宝
探
し
、
バ
ザ
ー
等
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

８
月
19
日
㈰　

13
時
〜
21
時

場
所　

明
治
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
お
問
い
合
せ

　

明
治
地
区
蛍
の
里
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
63‒

２
７
７
２
（
羽
田
野
）

 

『
レ
ク
の
日
』
in
久
住

　

夏
休
み
の
一
日
を
、
親
子
や
、
ご
家
族
、
お

友
達
と
と
も
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
25
日
㈯　

９
時
30
分
〜

場
所　

久
住
中
央
公
民
館

内
容　

囲
碁
ボ
ー
ル
、
バ
ッ
ゴ
ー
ほ
か

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
中
央
公
民
館　

☎
76‒
０
７
１
７

　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

　

☎
62‒

２
２
９
８
（
阿
南
）

 

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 

第
３
回
定
期
演
奏
会

日
時　

８
月
26
日
㈰

　

開
場　

14
時
30
分
〜　

開
演
15
時
〜

場
所　

長
湯
歴
史
温
泉
伝
承
館
「
万
象
の
湯
」

　

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯
３
２
６
４‒

１

入
場
料　

５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

●
お
問
い
合
せ

　

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
事
務
局

　

☎
０
９
０‒

２
０
７
８‒

６
９
７
９

　

http://kanade.ojaru.jp

第
28
回
竹
田
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

日
時　

９
月
２
日
㈰　

13
時
30
分
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

３
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
混
声
合
唱
団

　

☎
63‒

４
１
５
４
（
波
田
野
）

 

水
土
里
の
道
・
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選 

 

竹
田
市
入
田
大
会

日
時　

９
月
９
日
㈰　

受
付　

９
時
〜

　
　
　
（
10
㎞
と
20
㎞
の
２
コ
ー
ス
）

集
合
場
所　

旧
祖
峰
中
学
校
跡
地

　

竹
田
市
大
字
門
田
２
４
４
５

参
加
費　

一
般　

３
０
０
円
（
保
険
料
含
）

　

※
竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
は
無
料
。

申
込
期
限　

大
会
当
日
ま
で
受
付
し
ま
す
。

※
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

☎･

℻
62‒

２
９
８
０
（
菊
池
）

　

☎･

℻
62‒

２
５
５
５
（
秋
本
）

　

☎･

℻
62‒

３
０
７
５
（
髙
瀨
）

佐
藤
義
美
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
６
５
０

夏
の
企
画
展
「
佐
藤
義
美
の
夏
・
海
」

　

８
月
31
日
㈮
ま
で

　
「
ヨ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
言
葉
」、「
ハ
ダ
カ
の

う
た
」、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
う
た
」
ほ
か
、

夏
に
関
す
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

『
童
謡
と
絵
本
の
会
』

　

８
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯　

10
時
〜

　

童
謡
合
唱
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
影
絵
、

朗
読
劇
等
を
行
い
ま
す
。
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催
　
し

第
１
回
豊
肥
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

対
象
　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
（
中
高
生
、
社
会
人
）、

　
　
　
保
護
者
等

日
時
　
８
月
11
日
㈯
　
14
時
30
分
〜

場
所
　
藤
華
医
療
技
術
専
門
学
校

　
　
　
豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
４
０
０
０‒
１

入
場
料
　
無
料

内
容
　
講
演
「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
ク
ー

　
ル
ダ
ウ
ン
の
必
要
性
」

　「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
に
つ
い
て
」

講
師
　
大
分
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
ス
ポ
ー
ツ
医

　
学
委
員
会
　
委
員
長
　
内
田
　
六
郎
さ
ん

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
医
学
委
員
会

　
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
（
大
久
保
病
院
内
）

　
☎
64‒

７
７
７
７
　
℻
77‒

２
２
４
７

　reha@
okubo-hp.com

（
冨
田
）

夏
休
み
子
ど
も
創
生
塾

　
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
は
、
小
学
生
を
対

象
に
、
竹
田
の
自
然
や
文
化
を
学
習
す
る
「
夏

休
み
子
ど
も
創
生
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

夏
の
星
空
観
察
会

日
時

　
８
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時
（
３
日
間
と
も
）

場
所

　
野
外
活
動
施
設
「
そ
う
ぞ
う
の
丘
」

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

ま
る
ご
と
博
物
館「
あ
れ
こ
れ
プ
リ
ン
ト
大
作
戦
」

日
時
　
８
月
23
日
㈭

　
　
　
①
９
時
〜
12
時
　
②
13
時
〜
16
時

場
所
　
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

※
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て
く
だ

　
さ
い
。

締
切
日
　
８
月
16
日
㈭
ま
で

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
　
竹
田
創
生
館

　
☎
・
℻
62‒

４
１
０
０

竹
田
幼
稚
園
　
夕
涼
み
会

　
竹
田
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
夕
涼
み
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

く
じ
引
き
や
花
火
大
会
等
、
親
子
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
20
日
㈰
　
19
時
〜
21
時

場
所
　
竹
田
幼
稚
園

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
　
２
０
０
円

　（
ゲ
ー
ム
券
、
か
き
氷
、
ラ
ム
ネ
等
含
む
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
竹
田
幼
稚
園
　
☎
63‒
１
０
８
１
  

人
　
権

第
３
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い

日
時
　
８
月
１
日
㈬
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

内
容
　
講
演
「
あ
し
た
に
ト
ラ
イ
〜
車
い
す
の

　
金
メ
ダ
ル
」

講
師

　
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
競
泳
金

　
メ
ダ
リ
ス
ト

　
成
田

　
真
由
美
さ
ん

●
お
問
い
合
せ

　
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
63‒

４
８
２
０

  

税
　
金

８
月
31
日
は
個
人
事
業
税
第
１
期
の
納
期
限

　
個
人
事
業
税
第
１
期
の
納
期
限
は
８
月
31
日

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
、
県
が
調
査

し
た
価
格
の
３
〜
４
％
の
不
動
産
取
得
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、資
金
計
画
を
お
忘
れ
な
く
。

　
な
お
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
や
住

宅
用
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　

　
大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
７
４‒

22‒

７
５
０
１

  

年
　
金

特
別
障
害
給
付
金
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ

た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を

受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た

福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者

　

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

　
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

　
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚
生
年
金
、
共
済 

　
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

　
①
、
②
の
方
で
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、

障
害
基
礎
年
金
１
、２
級
相
当
の
障
害
に
該
当

さ
れ
る
方
。

支
給
額
（
月
額
）

　
１
級
　
５
万
円
　
　
２
級
　
４
万
円

窓
口
　
竹
田
市
役
所
市
民
課
年
金
係
お
よ
び

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

・
給
付
金
の
支
払
い
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た
場

合
は
、
遡
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
ま

す
が
、
支
給
の
決
定
ま
で
に
数
ヶ
月
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
収
入
や
年
金
の
受
給
状
況
に
よ
っ
て
は
、
支

給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

安
　
全

温
泉
施
設
に
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
？

　
６
月
19
日
に
東
京
都
渋
谷
区
の
温
泉
施
設
で

可
燃
性
ガ
ス
（
メ
タ
ン
ガ
ス
）
が
原
因
と
思
わ

れ
る
爆
発
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
き
ち
ん
と

し
た
安
全
対
策
を
し
て
い
れ
ば
、
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
貯
湯
槽
（
タ
ン
ク
）
や
浴
室
を
十
分
換
気
す

８
月
の
お
し
ら
せ

８
月
の
お
し
ら
せ
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宮砥地区周辺の推定エリア

る
こ
と
で
、
事
故
が
防
げ
ま
す
。
特
に
、
メ
タ

ン
ガ
ス
は
空
気
よ
り
軽
い
の
で
、
換
気
口
は
タ

ン
ク
や
浴
室
の
上
部
に
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

温
泉
の
く
み
上
げ
場
所
、
タ
ン
ク
、
ポ
ン
プ

付
近
で
は
、
火
気
の
使
用
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。『
火
気
厳
禁
』
の
表
示
を
す
る
等
の
徹
底

が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
企
画
振
興
部
景
観
自
然
室

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
１
２
２

　

℻
０
９
７‒

５
０
６‒

１
７
３
０

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
事
業

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
県
が
登
録
し
た
専
門

家
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
自
宅
の
耐
震
性
能
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
今
年
度
は
20
戸
分
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
県
が
登
録
し
た
専
門
家
に
つ
い
て
は
、
大
分

　

県
建
築
住
宅
課
・
公
営
住
宅
室
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
「
受
講
登
録
者
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.oita.jp/18500/taishin/

shinndanhojo.htm
l

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

　

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
一
定
の
条
件
を
満

　

た
す
建
築
物
）

補
助
金
額　

上
限
２
万
円

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
消
防
交
通
係　

☎
63‒

４
８
０
０

  

保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

　

大
分
県
立
病
院
で
は
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に

県
病
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
21
日
㈫　

13
時
〜
14
時

内
容　

講
演
「
小
児
救
急
に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師　

小
児
科
副
部
長　

糸
永　

伸
能

場
所　

大
分
県
県
立
病
院
３
階
講
堂

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院　

総
務
・
企

　

画
課　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒

７
２
８
２

竹
田
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
相
談

　

竹
田
保
健
所
で
は
、
精
神
疾
患
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
の
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈬　

14
時
〜
16
時

内
容　

専
門
医
師
の
精
神
保
健
福
祉
相
談

場
所　

竹
田
保
健
所

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所　

地
域
保
健
課

　

☎
63‒

２
１
８
７

精
神
保
健
家
族
教
室

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
う

つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
う

つ
病
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
ご
本
人
と
の
関

係
を
円
滑
に
す
る
方
法
や
ど
う
支
え
て
い
く
か

に
つ
い
て
、
家
族
同
士
の
学
習
の
場
と
し
て
家

族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回

　

日
程　

９
月
12
日
㈬　

13
時
〜
16
時

　

内
容　

講
義
・
話
し
合
い

　
　
　

病
気
の
し
く
み
と
経
過　

家
族
の
対
応

第
２
回

　

日
程　

10
月
31
日
㈬　

13
時
〜
16
時

　

内
容　

講
義
・
体
験
発
表
・
話
し
合
い

　
　
　

治
療
に
つ
い
て　

体
験
発
表　

　
　
　

家
族
の
対
応

　

対
象　

う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご
家
族

　
　
　

※
定
員
40
名

　

・
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

・
原
則
と
し
て
、２
回
と
も
参
加
で
き
る
方
。

　

・
１
家
族
１
人
ま
で
と
し
ま
す
。

　

・
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
６
日
㈪
〜
31
日
㈮

場
所　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

  

通　

信

宮
砥
地
区
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
エ
リ
ア
拡
大

　

竹
田
市
で
は
、
市
が
保
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ

の
余
剰
心
を
携
帯
事
業
者
に
貸
し
出
し
て
、
携

帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
と
協
力
し
て
、

宮
砥
地
区
に
お
い
て
、
７
月
21
日
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。



1 ㈬ ・第 3回人権を守る市民の集い 13:30 ～ 15:00（竹田市文化会館）
・水の日　・夏の省エネ総点検の日　・水の週間（～７日）　・観光週間（～７日）

2 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

3 ㈮ ・竹田夏物語　七夕　竹風鈴（～ 5日）
・久住夏越祭り（～ 4日）

4 ㈯ ・チャレンジ！おおいた国体・山岳ボルダリング教室 8:30 ～ 12:30（竹田高等学校山岳競技場［修道会館］）・第 15回ナイター陸上「2007 ドリー
ムゲームス in おぎ」16:30 ～（荻小学校グラウンド）・第 7回美晴が丘の夏祭り（美晴が丘）

5 ㈰ ・竹田市歩こう会「魚住ダム」早朝散歩 5:50 ～マルショク前集合（※１）
・第 3回市民球技大会（竹田市総合運動公園ほか）・久住一日清掃デーおよび国体クリーンアップ運動

6 ㈪ ・広島平和記念日
・荻の里温泉休館日

7 ㈫ ・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

8 ㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）
・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（市立図書館『えほんのへや』）

9 ㈭ ・長崎原爆の日
・竹田温泉「花水月」休館日

10㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818
・道の日

11㈯ ・二十番謡会 8:00 ～ 19:00（塩津清人記念能舞台）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

12㈰
13㈪
14㈫ ・小松明祭り（宮城地区）

・製品安全点検日

15㈬ ・終戦記念日　・盆踊り大会 17:30 ～（竹田市立歴史資料館）・精霊流し 19:30 ～（JR豊後竹田駅前竹田橋下流）
・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター〔高齢者いきいき交流センター〕）・平和記念祭「阿南惟幾大将年忌」（広瀬神社）

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

竹田市のこよみ8月
2007年

竹田夏物語 七夕 竹風鈴
　8月 4日㈯
　・こども夜市　　18:30 ～ 20:30（雨天中止）
　・しらゆり太鼓　18:15 ～（雨天中止）
　・こども神楽　　18:40 ～（雨天中止）
　・ブルーフェニックスサマーライブ
　　　　　　19:00 ～ 21:00（雨天決行）
※ヤノメガネ～旧NTT～むらさき草の間は、
　13:00 ～ 22:00 は車輌進入禁止となります。



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・伝統文化子ども教室発表会「くたみ盆踊り大会」18:30 ～ 20:00（都野公民館）

17㈮ ・第 28回「トマト愛の定期便出発式」9:00 ～（ＪＡ大分みどり荻野菜集出荷場）・子ども創生塾「夏の星空観察会」19:30 ～（竹田市野外活動施設「そ
うぞうの丘」）（～ 19日）（※ 2）・平成 19年度国民体育大会第 27回九州ブロック大会ソフトボール開始式 17:00 ～（竹田市民球場）・青少年の日

18㈯ ・平成 19年度国民体育大会第 27回九州ブロック大会（総合運動公園ほか）（～ 21日）

19㈰ ・第 20回蛍の里祭り 13:00 ～ 21:00（竹田市立明治小学校グラウンド）
・家庭の日　・食育の日

20㈪ ・成牛市場（豊後豊肥家畜市場）・夕涼み会 19:00 ～ 21:00（竹田幼稚園）
・荻の里温泉休館日

21㈫ ・竹田市歩こう会「挟田」8:30 ～花水月前集合（※１）・平成 19年度国民体育大会第 27回
九州ブロック大会ラグビーフットボール閉会式 11:30 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）

22㈬ ・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
・子牛市場（豊後豊肥家畜市場）（～ 23日）

23㈭ ・子ども創生塾「まるごと博物館　あれこれプリント大作戦」① 9:00 ～② 13:00 ～竹田市立歴史
資料館集合※要予約（※ 2）・竹田温泉「花水月」休館日　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

24㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818
・瀧廉太郎生誕 128 年祭（瀧廉太郎記念館）

25㈯ ・「レクの日」in 久住 9:30 ～（久住中央公民館）・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤
義美記念館〔このこのおうち〕）・道路防災週間（～ 31日）

26㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「初秋の久住高原」8:00 ～竹田市役所集合（※ 2）
・奏リコーダーアンサンブル第３回定期演奏会　開場 14:30　開演 15:00（長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」）

27㈪ ・荻の里温泉休館日

28㈫
29㈬
30㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

・防災週間（～ 9月 5日）・建築物防災週間（～ 9月 5日）

31㈮ ・市県民税（2期）・国民健康保険税（2期）・介護保険料（2期）納期限

月　間
その他

※9月1日㈯西宮社八朔祭（ふれあい駐車場）（～2日）※9月2日㈰第16回岡の里ペタンク大会 8:30 ～（竹田市総合運動公園多目的広場）・自然に親し
む運動（～ 20日）・青い羽根募金活動（～31日）・食品衛生月間 ・電気使用安全月間 ・差別をなくす運動月間 ・夏の省エネキャンペーン（～9月30日）

※ 5月中旬から 10月下旬頃ま
　で整備のため久住総合運動公
　園野球コート及びソフトコー
　トは使用できません。

平成19年度国民体育大会第27回九州ブロック大会
8月18日㈯～21日㈫
ラグビーフットボール競技
　（兼第63回国民体育大会リハーサル大会）
　成年男子　竹田市総合運動公園陸上競技場
　少年男子　由布市湯布院スポーツセンター
ソフトボール競技
　成年男子　竹田市総合運動公園竹田市民球場
　　　　　　竹田市営野球場
　成年女子　竹田市直入総合運動公園多目的広場
　少年男子　豊後大野市緒方総合運動公園
　　　　　　緒方工業高校グラウンド
　少年女子　竹田市立荻小学校グラウンド
　　　　　　竹田市荻健康福祉エリア健康広場
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お
盆
期
間
中
の
営
業
時
間
に
つ
い
て

　
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」・
温
泉
宿
泊
交
流

施
設
「
荻
の
里
温
泉
」・
温
泉
療
養
文
化
館

「
御
前
湯
」・
陽
目
の
里
名
水
茶
屋
は
、
お
盆

期
間
中
も
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。
ご
家

族
の
皆
様
、
お
盆
に
帰
郷
さ
れ
た
皆
様
の
お

越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　
営
業
時
間
　
13
時
〜
21
時

※
16
日
㈭
は
通
常
休
館
予
定
日
で
す
が
、
開

　
館
し
ま
す
。
な
お
、
11
日
㈯
か
ら
16
日
㈭

　
の
間
は
、
開
館
を
１
時
間
繰
り
上
げ
、
12

　
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

○
温
泉
宿
泊
交
流
施
設
「
荻
の
里
温
泉
」

　
営
業
時
間
　
10
時
〜
22
時

※
13
日
㈪
は
通
常
休
館
予
定
日
で
す
が
、
開

　
館
し
ま
す
。

○
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」

　
営
業
時
間
　
６
時
〜
21
時

※
15
日
㈬
は
通
常
休
館
予
定
日
で
す
が
、
開

　
館
し
ま
す
。

○
陽
目
の
里
名
水
茶
屋

　
営
業
時
間
　
10
時
〜
18
時

※
８
月
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。
宴
会
等
も

　
承
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

・
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　
☎
64‒

１
１
２
６

・
温
泉
宿
泊
交
流
施
設
「
荻
の
里
温
泉
」

　
☎
64‒
９
５
９
５

・
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」

　
☎
64‒

１
４
０
０

・
陽
目
の
里
名
水
茶
屋

　
☎
68‒

２
２
１
０

   

競
　
売

市
が
保
有
し
て
い
る
土
地
を

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

物
件
　
久
住
高
鼻
市
有
林

　
所
在
地
　
竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住
高
鼻

　
　
　
　
３
２
３
９‒

１
　
ほ
か
９
筆

　
地
目
　
山
林
お
よ
び
原
野

　
面
積
　
１
０
０
・
１
１
４
㎡

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

現
地
説
明
会
　
８
月
20
日
㈪
　
10
時

現
地
説
明
会
場
所   

久
住
高
鼻
市
有
林

入
札
日
時
　
８
月
28
日
㈫
　
10
時

入
札
場
所
　
竹
田
市
役
所
２
階
　
会
議
室

参
加
方
法
　
事
前
に
財
政
課
管
財
係
に
お
申

　
し
込
み
下
さ
い
。

※
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
等
は
入
札
に
参

　
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
契
約
の

　
締
結
に
関
し
て
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

　
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
財
政
課
管
財
係

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

 「
原
爆
・
終
戦
記
念
日
」に

 

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　
竹
田
市
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
中
で
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
を
想
い
、
ま
た

日
本
お
よ
び
世
界
の
平
和
を
願
っ
て
、
次

の
時
間
に
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
平
和
を
祈
る
黙
と

う
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

○
広
島
平
和
記
念
日

　
８
月
６
日
㈪

　
８
時
15
分

○
長
崎
原
爆
の
日

　
８
月
９
日
㈭

　
11
時
２
分

○
終
戦
記
念
日

　
８
月
15
日
㈬

　
12
時

 

盆
踊
り
大
会

日
時
　
８
月
15
日
㈬
　
17
時
30
分
〜

場
所
　
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
〜
竹
田
町
内

 

精
霊
流
し

日
時

　
８
月
15
日
㈬

　
19
時
30
分
〜

場
所

　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
竹
田
橋
下
流

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
竹
田
商
工
会
議
所
内
）
☎
63‒

３
１
６
１
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試　

験

大
分
県
職
員
採
用
試
験

一
般
事
務
・
警
察
事
務
・
総
合
土
木

　

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

試
験
日　

９
月
23
日
㈰

保
育
士
・
総
合
土
木

　

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら

　
　

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

試
験
日　

９
月
23
日
㈰

学
校
栄
養
職
員

　

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら

　
　

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

試
験
日　

９
月
23
日
㈰

警
察
官
男
性
（
一
般
、
武
道
）・
女
性
（
一
般
）

　

受
験
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら

　
　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

試
験
日　

10
月
14
日
㈰

受
付
期
間　

８
月
３
日
㈮
〜
22
日
㈬

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

８
月
３
日
㈮
〜
15
日
㈬

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
２
１
２

　

http//w
w
w
.pref.oita.jp/22000/

  

講　

座

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
講
座

　

久
住
中
央
公
民
館
で
は
、10
月
28
日
㈰
の「
雲

た
か
山
の
鬼
」
公
演
に
向
け
、
劇
団
ふ
る
さ
と

き
ゃ
ら
ば
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体

験
講
座
を
行
い
ま
す
。

会
場　

久
住
中
央
公
民
館

対
象　

小
学
生
〜
大
人

　

※
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方

募
集
人
員　

30
名

受
講
料　

無
料

　

※
本
公
演
舞
台
に
は
入
場
券
が
必
要
で
す

締
切
日　

８
月
16
日
㈭

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

久
住
中
央
公
民
館　

☎
76‒

０
７
１
７

  

募　

集

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、旧
市
町
の
区
域
を
単
位
に「
地

域
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
市
政

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
計
画
の
策
定
や

見
直
し
等
に
お
い
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
委
員
の
公
募

を
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
ご
と
に

　

４
名
程
度

任
期　

２
年

応
募
資
格　

当
該
区
域
（
合
併
前
の
竹
田
市
・

　

荻
町
・
久
住
町
・
直
入
町
）
内
に
住
所
を
有

　

す
る
18
歳
以
上
で
、
審
議
会
に
出
席
で
き
る

　

方
（
学
生
は
除
く
）。

応
募
方
法　

企
画
情
報
課
、
各
総
合
支
所
地
域

　

振
興
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
若
し
く
は
持
ち
込

　

み
に
よ
り
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ

　

ん
。

提
出
先　

企
画
情
報
課　

各
総
合
支
所
地
域
振

　

興
課

締
切
日　

８
月
31
日
㈮

選
考
方
法　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課　

☎
63‒

４
８
０
１

　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
68‒

２
２
１
１

　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
76‒

１
１
１
２

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
75‒

２
２
１
１

中
途
失
明
者
の
皆
さ
ん

「
光
明
塾
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
光
明
塾
」
と
は
、
中
途
失
明
者
の
方
が
社

会
生
活
の
適
応
訓
練
を
行
う
塾
で
す
。
こ
の
塾

は
、
大
分
県
よ
り
大
分
県
盲
人
協
会
が
委
託
さ

れ
実
施
し
て
お
り
、
豊
肥
地
区
で
は
、「
竹
田

教
室
」
が
開
校
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容　

点
字
指
導
、
感
覚
訓
練
、
歩
行
訓
練
、

　

盲
人
用
具
の
使
用
法
、
日
常
生
活
の
動
作
訓

　

練
、
生
活
等
に
つ
い
て
の
助
言
・
指
導

日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時

受
講
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
盲
人
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

８
４
５
０

　

竹
田
教
室
（
吉
野
英
明
）　

☎
75‒

２
６
１
２

『
佐
藤
義
美
賞
』
作
品
募
集

　

童
謡
「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
な
ど
で
お

な
じ
み
の
童
謡
童
話
作
家
佐
藤
義
美
の
生
誕
の

地
で
あ
る
竹
田
市
で
は
、
顕
彰
活
動
と
し
て
、

長
年
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
竹
田
の
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

感
性
を
育
み
、
す
ば
ら
し
い
童
謡
作
品
が
誕
生

す
る
こ
と
の
期
待
を
込
め
て
、
竹
田
童
謡
作
詞

コ
ン
ク
ー
ル
『
佐
藤
義
美
賞
』
を
復
活
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
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試　
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分
県
職
員
採
用
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２
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昭
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２
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昭
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に
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方
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員

　

受
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昭
和
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４
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２
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ら

　
　

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
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方
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23
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４
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２
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２

　

http//w
w
w
.pref.oita.jp/22000/
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ミ
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体
験
講
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久
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中
央
公
民
館
で
は
、10
月
28
日
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の「
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鬼
」
公
演
に
向
け
、
劇
団
ふ
る
さ
と

き
ゃ
ら
ば
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
講
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に
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え
、
ミ
ュ
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体

験
講
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を
行
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ま
す
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必
要
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す
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16
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76‒
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集

地
域
審
議
会
委
員
を
募
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し
ま
す

　

竹
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市
で
は
、旧
市
町
の
区
域
を
単
位
に「
地
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審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
市
政

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
計
画
の
策
定
や

見
直
し
等
に
お
い
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
委
員
の
公
募

を
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
ご
と
に

　

４
名
程
度

任
期　

２
年

応
募
資
格　

当
該
区
域
（
合
併
前
の
竹
田
市
・

　

荻
町
・
久
住
町
・
直
入
町
）
内
に
住
所
を
有

　

す
る
18
歳
以
上
で
、
審
議
会
に
出
席
で
き
る

　

方
（
学
生
は
除
く
）。

応
募
方
法　

企
画
情
報
課
、
各
総
合
支
所
地
域

　

振
興
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
若
し
く
は
持
ち
込

　

み
に
よ
り
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ

　

ん
。

提
出
先　

企
画
情
報
課　

各
総
合
支
所
地
域
振

　

興
課

締
切
日　

８
月
31
日
㈮

選
考
方
法　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課　

☎
63‒

４
８
０
１

　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
68‒

２
２
１
１

　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
76‒

１
１
１
２

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
75‒

２
２
１
１

中
途
失
明
者
の
皆
さ
ん

「
光
明
塾
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
光
明
塾
」
と
は
、
中
途
失
明
者
の
方
が
社

会
生
活
の
適
応
訓
練
を
行
う
塾
で
す
。
こ
の
塾

は
、
大
分
県
よ
り
大
分
県
盲
人
協
会
が
委
託
さ

れ
実
施
し
て
お
り
、
豊
肥
地
区
で
は
、「
竹
田

教
室
」
が
開
校
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容　

点
字
指
導
、
感
覚
訓
練
、
歩
行
訓
練
、

　

盲
人
用
具
の
使
用
法
、
日
常
生
活
の
動
作
訓

　

練
、
生
活
等
に
つ
い
て
の
助
言
・
指
導

日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時

受
講
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
盲
人
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

８
４
５
０

　

竹
田
教
室
（
吉
野
英
明
）　

☎
75‒

２
６
１
２

『
佐
藤
義
美
賞
』
作
品
募
集

　

童
謡
「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
な
ど
で
お

な
じ
み
の
童
謡
童
話
作
家
佐
藤
義
美
の
生
誕
の

地
で
あ
る
竹
田
市
で
は
、
顕
彰
活
動
と
し
て
、

長
年
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
竹
田
の
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

感
性
を
育
み
、
す
ば
ら
し
い
童
謡
作
品
が
誕
生

す
る
こ
と
の
期
待
を
込
め
て
、
竹
田
童
謡
作
詞

コ
ン
ク
ー
ル
『
佐
藤
義
美
賞
』
を
復
活
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
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て
い
ま
す
。

応
募
作
品　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
に
創
作

　

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、内
容
や
形
式
、

　

作
品
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　

大
分
県
内
に
在
住
の
方

応
募
方
法　

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
原
稿
用
紙
に
縦
書

　

き
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
に
は
必
ず
題
名
、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
生
の
場
合

　

は
学
校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号
を
書
い
て

　

く
だ
さ
い
。

締
切
り　

９
月
21
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

審
査
・
選
考　

審
査
は
、
児
童
文
学
者
の
矢
崎

　

節
夫
先
生
が
行
い
、入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
　

部
門
は
小
学
校
低
学
年
、
高
学
年
、
中
学

　

生
、
高
校
生
、
一
般
の
５
部
門
が
あ
り
、
各

　

部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
を

　

選
び
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
佐
藤

　

義
美
賞
は
、
全
部
門
の
中
か
ら
１
点
を
選
び

　

ま
す
。

そ
の
他　

・
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
場
合
に
よ
っ
て
は
、
作
品
を
加
筆
訂
正
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
著
作
権
は
主
催
者
側
に
帰
属
し
ま
す
。

・
学
校
単
位
の
応
募
も
受
付
け
ま
す
。

送
付
先　

〒
８
７
８
‐
０
０
１
３

　

竹
田
市
大
字
竹
田
１
７
３
５
番
地

　

佐
藤
義
美
記
念
館

●
お
問
い
合
せ

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

　
（
佐
藤
義
美
記
念
館
）
☎
63‒

２
６
５
０

『
童
謡
と
絵
本
の
会
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

佐
藤
義
美
の
童
謡
作
品
を
一
緒
に
楽
し
く
歌

う
お
と
も
だ
ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
親
子

で
の
参
加
も
大
歓
迎
♪
）

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

こ
の
こ
の
お
う
ち（
佐
藤
義
美
記
念
館
）

内
容　

童
謡
合
唱
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
影

　

絵
、
朗
読
劇
ほ
か

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

佐
藤
義
美
記
念
館　

☎
63‒

２
６
５
０

  

相　

談

視
覚
障
が
い
教
育
支
援
相
談

　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
見
え
に
く
い
方
、

見
え
な
い
方
へ
の
専
門
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。

　

来
校
ま
た
は
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
、
相
談
や

指
導
、情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
定
期
的
に
相
談
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、大
分
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、

巡
回
教
育
相
談
を
教
育
事
務
所
ご
と
に
年
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
部
の
入
試
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
盲
学
校
教
育
支
援
部

　

〒
８
７
０
‐
０
０
２
６

　

大
分
市
金
池
町
３
丁
目
１
番
75
号

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
８

　

℻
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
６

　

http://m
ou-s.oita-ed.jp/

　

E-m
ail snas6071@

oita-ed.jp

  

求　

人

◇
管
工
事
管
理
者
１
人
年
齢
不
問
15
・
４
万

（
竹
）
◇
管
工
事
管
理
工
務
１
人
25
〜
55
才

18
・
２
〜
26
・
２
万
（
竹
）
◇
理
学
療
法
士
１

人
21
〜
40
才
15
・
６
〜
22
万
（
竹
）
◇
支
援
看

護
助
手
５
人
年
齢
不
問
12
・
５
〜
12
・
８
万

（
竹
）
◇
社
会
福
祉
主
事
１
人
年
齢
不
問
14
〜

15
・
８
万
（
直
）
◇
生
活
指
導
員
１
人
年
齢
不

問
15
〜
16
万
（
竹
）
◇
保
育
士
１
人
20
〜
30
才

12
・
２
〜
14
万
（
竹
）
◇
正
・
准
看
護
師
１
人

45
才
以
下
18
・
２
〜
26
・
７
万
（
竹
）
◇
薬
剤

師
１
人
年
齢
不
問
40
万
（
竹
）
◇
介
護
支
援
専

門
員
３
人
年
齢
不
問
13
・
６
万
（
竹
）
◇
フ
ロ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
２
人
18
〜
35
才
13
・
５
〜
17
・

６
万
（
久
）
◇
受
付
業
務
１
人
18
〜
35
才
11
・

７
万
（
竹
）
◇
一
般
事
務
１
人
22
〜
40
才
12
・

５
万
（
竹
）
◇
山
小
屋
宿
泊
業
務
１
人
40
才
以

下
16
〜
17
万
（
久
）
◇
葬
儀
業
務
全
般
１
人
25

〜
55
才
11
・
９
〜
13
・
８
万
（
竹
）
◇
営
業
・

販
売
外
交
員
１
人
年
齢
不
問
12
万
（
竹
）
◇
調

理
補
助
・
洗
い
場
１
人
20
〜
55
才
11
万
（
荻
）

◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
２
人
年
齢
不
問
13
・
４
〜

22
万
（
竹
）
◇
整
備
全
般
１
人
35
才
以
下
13
・

５
〜
20
万
◇
土
木
作
業
員
２
人
年
齢
不
問
12
・

５
〜
16
・
２
万
（
竹
）
◇
養
鶏
作
業
員
２
人
50

才
以
下
13
・
５
〜
25
万
（
久
）
◇
重
機
運
転
手

１
人
50
才
以
下
20
〜
25
万
（
荻
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略　

　

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、　

　

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ふるさと竹田で新しい挑戦！
お盆で帰省されているあなた、市内の企業があなたのUターン就職を期待しています。
ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？

○一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田地域職業相談室）に申し込まれている 7月 1日現在の有効求人です。
　一覧表以外にも多種の求人がありますので、窓口へお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田地域職業相談室（竹田駅前郵便局横）　　　  ☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）  ☎ 0974-22-8609

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 年　齢 賃金（千円） 備　　　考

ガンジーハウス 観光牧場・乳製品
販売・レストラン

レストランサービ
ス・調理補助 2 18 ～ 30 140 ～ 185 普通車免許

調理師免許
販売・店内業務 1 18 ～ 30 140 ～ 153 普通車免許

医療生協
竹田診療所

外来・往診・訪問
看護・訪問介護・
居宅介護・通所リ
ハビリテーション

ヘルパー責任者 1 50 以下 153 ～ 170
ホームヘルパー1級
介護福祉士
普通車免許

正看護師 2 45 以下 183 ～ 279 正看護師免許
普通車免許

作業療法士 1 21 ～ 40 206 ～ 284 作業療法士免許
理学療法士 1 21 ～ 40 206 ～ 284 理学療法士免許

大久保病院 病　院
介護老人保健施設

保健師 1 不　　問 209 ～ 209 保健師免許
薬剤師 1 不　　問 291 ～ 383 薬剤師免許
理学療法士 2 不　　問 255 ～ 373 理学療法士免許
正看護師 3 不　　問 224 ～ 321 正看護師免許

医療法人孝寿会
伊藤病院

医療業
介護保険事業

正看護師 1 20 ～ 40 165 ～ 223 看護師免許
普通車免許

准看護師 1 20 ～ 40 140 ～ 203 准看護師免許
普通車免許

ケアワーカー
（介護職） 1 18 ～ 40 143 ～ 174 介護福祉士

普通車免許
看護員 1 20 ～ 40 155 ～ 225 正・准看護師免許

九州ジージーシー
株式会社

もやし（サリナス）
製造

機械メンテナンス 1 25 ～ 45 147 ～ 230 電気工事士その他
製造スタッフ（出荷作業） 1 20 ～ 45 （時）850 ～ 900 円
製造スタッフ（箱詰作業） 1 20 ～ 45 （時）750 ～ 850 円
営業（佐賀県全域） 1 22 ～ 32 250 普通車免許

ニューグリーン
ステイくじゅう ゴルフ場

フロント業務 2 35 以下 125 普通車免許
接客係 2 35 以下 125 普通車免許

偕倖社（悠々居）
特別養護老人ホー
ム　
各種介護事業

介護職 4 不　　問 142 ～ 149 ホームヘルパー2級
介護福祉士

正・准看護師 2 不　　問 161 ～ 184 正・准看護師




